
まいづる
市議会だより

Maizuru City Council News Letter

No.
令和3年（2021）

11月9日177

ご覧いただけます。
議会だよりはこのコードから

ご覧いただけます。

主     　

な     　

内     　

容

9月定例会のあらまし
代表質問
一般質問
常任委員会の審査報告
各会派討論の内容
議案の採決結果
広報に関するアンケート調査結果報告
意見書 
特別委員会活動報告
市議会防災訓練（9/1開催）
12月定例会予定
委員会・分科会の映像配信の開始について
  ～「議会の見える化」さらに推進します～
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令和２年度一般会計決算を認定 内令和２年度 般会計決算を認定令和２年度一般会計決算を認定決算を認定
令和３年度一般会計補正予算を可決 容

令和２年度 般会計決算を認定
令和３年度 般会計補正予算を可決令和３年度一般会計補正予算を可決
令和３年度病院事業会計補正予算を可決

議

容令和３年度 般会計補正予算を可決
令和３年度病院事業会計補正予算を可決令和３年度病院事業会計補正予算を可決
「日本の造船業の国際競争力強化及び日本海側
における海事産業のリダンダンシー対策に係る
意見書」および「新型コロナウイルス感染症対策に
係る意見書」を可決

実りの秋 はじける秋



9月定例会のあらまし月定例会 あらましししししし9月定例会のあらまし999999月月月月月月定定定定定定例例例例例例会会会会会会ののののののああああああららららららまままままましししししし9月定例会のあらまし
●ビヨンド・コロナ社会の実現に向けた事業を含む「令和２年度一般会計
決算」を認定

●緊急時避難円滑化事業費、情報発信力強化事業費など災害時の安全対
策に配慮した「令和３年度一般会計補正予算（第６号）」を可決すると
ともに、追加議案として提案された新型コロナウイルスワクチン接種
を推進する「令和３年度病院事業会計補正予算（第１号）」を可決

●情報通信技術を活用した行政の推進について、利用のための能力または
利用の機会における格差の是正、手続等を行うために必要となる事項
等を定める「舞鶴市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例
制定について」を可決

●ビヨンド・コロナ社会の実現に向けた事業を含む「令和２年度一般会計
決算」を認定

●緊急時避難円滑化事業費、情報発信力強化事業費など災害時の安全対
策に配慮した「令和３年度一般会計補正予算（第６号）」を可決すると
ともに、追加議案として提案された新型コロナウイルスワクチン接種
を推進する「令和３年度病院事業会計補正予算（第１号）」を可決

●情報通信技術を活用した行政の推進について、利用のための能力または
利用の機会における格差の是正、手続等を行うために必要となる事項
等を定める「舞鶴市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例
制定について」を可決

令和3年9月定例会は令和3年9月2日から10月6日まで35日間開催し、市長から提案された
令和2年度の一般会計等の決算、令和3年度の一般会計等の補正予算、条例制定など22議案を
審議し、いずれも原案のとおり認定・可決・同意されました。また、議会提案の「日本の造船業
の国際競争力強化及び日本海側における海事産業のリダンダンシー対策に係る意見書」および
「新型コロナウイルス感染症対策に係る意見書」の２件を可決しました。

※質問事項のうち各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページをご覧ください。
※代表質問については、質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める方式のみとなっています。

令和3年 舞鶴市議会9月定例会代表質問 令和3年9月14日

順番

1

創政クラブ議員団
谷川　眞司

日本共産党議員団
小西　洋一

新政クラブ議員団
眞下　隆史

公明党議員団
上羽　和幸

１  新型コロナウイルス感染症対策と地域医療の整備について

２  （略称）「土地利用規制法」について

３  常備消防の充実について

１  令和２年度コロナ禍における市政運営の評価について

３  令和３年度国・府要望について

５  東京2020オリンピックレガシーについて

７  今後の下水道事業について

１  防災・減災、安全のまちづくりについて

２  ビヨンド・コロナと地方創生について

１  令和２年度財政について

３  ＪＭＵについて

５  旧市民病院跡地整備について

１  本市における地域医療の現状と課題について

２  市役所運営について

３  市長の政治姿勢について

２  新型コロナウイルスワクチン接種の対応について

４  委託事業から市直営事業への変更の効果と長期計画について

６  地域防災力の充実・強化について

２  新型コロナウイルス感染症について

４  赤れんが周辺等まちづくり事業について

６  2020東京五輪ホストタウン交流について

2

3

4

市民クラブ舞鶴議員団
鴨田　秋津５

会派名及び氏名 質問事項

2令和3年11月9日



眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

さ
ら
に
親
し
ま
れ
る

自
然
文
化
園
を
目
指
し
て

再
生
計
画
と
し
て

中
長
期
事
業
展
開
を
検
討

質
問　

舞
鶴
自
然
文
化

園
は
、
季
節
の
風
景
・
大

自
然
を
伝
え
る
市
内
有
数

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
シ
カ
に
よ
る

食
害
・
枯
れ
木
・
景
観
の

不
具
合
な
ど
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
市
民

に
親
し
ま
れ
る
自
然
文
化

園
と
な
る
よ
う
、
短
中
長

期
に
わ
た
る
基
本
計
画
の

策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

ま
ず
は
、
自
然

文
化
園
の
堅
実
な
維
持
管

理
を
行
い
、
直
営
に
よ
る

次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
、

今
年
度
末
を
め
ど
に
新
た

な
再
生
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
中
長
期

的
な
事
業
展
開
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
、

貴
重
な
人
生
経
験
の
期
間

を
抑
制
さ
れ
て
い
る
20
歳

代
の
今
後
が
心
配
で
あ
る
。

意
見
聴
取
が
し
に
く
い
世

代
で
あ
る
が
、
ぜ
ひ
20
歳

代
の
意
見
を
聴
取
し
貴
重

な
意
見
と
し
て
、
ビ
ヨ
ン

ド
コ
ロ
ナ
施
策
に
取
り
組

め
な
い
か
。

答
弁

市
の
若
手
職
員

が
将
来
ど
う
あ
り
た
い
か
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
積
極

的
に
意
見
交
換
し
、
若
い

世
代
の
力
を
原
動
力
と
し

て
ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
施
策

の
検
討
を
進
め
る
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

上 羽 和 幸
公明党議員団

激
化
す
る
豪
雨
災
害
へ

防
災
・
減
災
対
策
を

事
業
の
実
施
と

安
全
対
策
に
努
め
る

質
問　

集
中
豪
雨
や
ゲ

リ
ラ
豪
雨
の
増
加
で
災
害

は
激
化
す
る
と
予
測
さ
れ

る
。

①
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
の
た
め
の
３
か
年
緊

急
対
策
と
５
か
年
加
速
化

対
策
に
よ
り
進
め
ら
れ
る

市
内
の
治
水
整
備
で
は
、

災
害
が
ど
の
程
度
抑
制
さ

れ
る
か
。

②
土
砂
災
害
警
戒
区
域
・

特
別
警
戒
区
域
は
、
舞
鶴

市
内
に
２
２
０
９
カ
所
が

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
整

備
の
優
先
順
位
が
遅
い
地

域
の
安
全
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

③
災
害
時
に
重
要
な

要
援
護
者
の
個
別
支

援
計
画
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
課
題

を
聞
く
。

答
弁

①
由
良
川

は
昭
和
28
年
13
号
台

風
に
対
応
で
き
る
流

下
能
力
が
確
保
さ
れ
、
西

市
街
地
は
平
成
16
年
23
号

台
風
の
出
水
に
対
し
、
床

上
浸
水
の
被
害
が
解
消
さ

れ
る
。

②
京
都
府
が
順
次
事
業
を

実
施
す
る
予
定
だ
が
、
整

備
の
実
施
は
膨
大
な
費
用

と
期
間
が
必
要
。
避
難
支

援
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
と
併

せ
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。

③
平
常
時
か
ら
の
取
り
組

み
が
不
可
欠
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
連
携
し
、
地
域

全
体
で
共
助
に
よ
る
支
援

体
制
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

小 西 洋 一
日本共産党議員団

原
則
「
自
宅
療
養
」
撤
回
を

国
に
要
望
す
べ
き

国
へ
の
要
望
は

必
要
が
な
い

質
問

医
療
ひ
っ
迫
を

背
景
に
菅
首
相
は「
入
院

は
重
傷
者
。中
軽
症
者
は

自
宅
療
養
」と
し
、入
院
要

件
を
狭
め
た
。与
党
内
か

ら
も
異
論
が
出
た
が
、撤

回
さ
れ
ず
。新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
患
者
が
医
療
に
か

か
り
、他
の
病
気
で
も
全

員
が
適
切
な
治
療
を
受
け

ら
れ
る
体
制
を
つ
く
る
こ

と
は
政
治
の
責
任
。「
原
則

自
宅
療
養
」の
方
針
撤
回

を
国
に
強
く
求
め
る
べ
き
。

市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

自
宅
療
養
の
方

針
は
、
首
都
圏
な
ど
爆
発

的
な
感
染
拡
大
地
域
へ
の

対
策
と
し
て
の
措
置
。
京

都
府
で
は
、
入
院
医
療
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

調
整
が
さ
れ
て
お
り
、
国

へ
の
要
望
は
必
要
な
い
。

質
問　

消
防
の
広
域
化

は
、
自
治
体
の
自
主
的
な

判
断
と
国
も
認
め
て
い
る
。

府
の
計
画
に
拘
束
さ
れ
る

必
要
は
な
い
。
他
市
の
事

例
か
ら
も
単
独
運
用
の
方

が
経
費
は
安
い
。
広
域
化

に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
共
同
運
用
は
費
用

の
低
廉
化
、
近
隣
市
町
と

の
連
携
強
化
な
ど
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
府
の
計
画

は
柔
軟
に
連
携
・
協
力
し
、

持
続
可
能
な
消
防
体
制
を

構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。

代
表
質
問

A

誰にも適切な医療が必要

舞鶴市土砂災害ハザードマップ

市
の
常
備
消
防
は

単
独
運
用
を

持
続
可
能
な

消
防
体
制
を
構
築

QQAA

若
者
世
代
の
意
見
を

政
策
に

ビ
ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ

施
策
に
反
映

QQAA

食害で咲かないアジサイ（舞鶴自然文化園）
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質
代代代
表A

代表質問令和3年9月14日に本会議を開き、各会派が代表質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



鴨 田 秋 津

公
約
ど
お
り
医
師
の
確
保
は

な
さ
れ
て
い
る
か

医
師
数
縮
小
も

一
定
数
確
保
と
認
識

質
問

市
長
は
、
ど
の

病
院
の
た
め
に
も
医
師
の

獲
得
に
奔
走
す
る
と
宣
言

さ
れ
、
平
成
23
年
に
当
選

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
平
成

30
年
ま
で
の
７
年
間
で
15

名
減
っ
て
い
る
。
本
市
公

的
４
病
院
の
常
勤
医
師
数

の
合
計
は
何
名
か
。
ま
た

公
的
病
院
の
医
師
は
足
り

て
い
る
と
お
考
え
か
。

答
弁

令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
で
95
名
。
平
成

に
入
り
近
隣
地
域
の
病
院

が
充
実
し
、
流
入
患
者
が

減
少
し
た
。
本
市
の
人
口

減
少
も
伴
い
、
医
師
数
も

縮
小
し
た
。
一
概
に
は
言

え
な
い
が
近
隣
と
比
べ
て

も
一
定
数
確
保
し
て
い
る
。

質
問

日
本
の
医
師
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

私
た
ち
中
丹
医
療
圏
全
体

で
も
増
え
て
い
る
。
市
長

が
言
う
近
隣
の
医
療
が
充

実
し
、
需
要
が
減
っ
た
。

人
口
が
減
る
か
ら
患
者
も

減
る
。
結
果
と
し
て
医
師

の
数
が
減
る
と
の
理
屈
は
、

舞
鶴
だ
け
該
当
す
る
の
か
。

答
弁

専
門
医
制
度
の

進
展
で
医
師
は
足
り
な
い
。

医
師
の
働
き
方
改
革
も
進

み
、
た
く
さ
ん
働
け
な

い
時
代
、
や
り
く
り
す

る
た
め
に
は
何
か
を
我

慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
医
師
の
割
り
振
り

は
総
理
大
臣
で
も
で
き

な
い
と
思
う
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

市民クラブ舞鶴議員団

谷 川 眞 司
創政クラブ議員団

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
の

今
後
の
展
望
を
問
う

周
辺
エ
リ
ア
一
帯
の

活
用
に
向
け
取
り
組
む

質
問　

赤
れ
ん
が
周
辺

等
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、

都
市
公
園
法
に
基
づ
く
新

た
な
手
法P

ark-P
FI

も

取
り
入
れ
、
官
民
連
携
に

よ
っ
て
、
こ
の
エ
リ
ア
を

一
大
交
流
拠
点
に
す
る
た

め
の
取
り
組
み
で
、
防
衛

省
用
地
・
北
吸
三
角
地
を

取
得
し
て
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト

と
し
て
整
備
す
る
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

す
で
に
公
募
を
開
始
し
、

来
年
度
か
ら
の
運
用
を
目

指
す
と
あ
る
が
、
今
後
の

展
望
を
問
う
。

答
弁

今
年
度
、

文
部
科
学
省
所
管
の

赤
れ
ん
が
倉
庫
３
棟

の
展
示
基
本
構
想
策

定
事
業
に
取
り
組
み
、

海
上
自
衛
隊
、
海
上

保
安
庁
等
と
も
連
携

を
図
り
、
施
設
整
備

の
早
期
実
現
を
目
指

す
。
防
衛
省
用
地
・

北
吸
三
角
地
は
、
赤
れ
ん

が
パ
ー
ク
を
象
徴
す
る
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
と
し
て

整
備
す
る
と
と
も
に
、
交

通
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
強

化
を
図
る
な
ど
、
赤
れ
ん

が
パ
ー
ク
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
と
し
て
の
機
能
強
化
を

図
る
。
今
後
と
も
市
民
や

市
内
事
業
者
を
含
む
多
様

な
主
体
が
参
画
、
活
躍
し
、

大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
赤
れ
ん
が
周
辺
エ
リ

ア
一
帯
の
活
用
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
し
進
め
る
。

代
表
質
問

A

来場者数150万人を目指す赤れんがパーク

日
本
の
医
師
数
は

増
え
て
い
る

医
師
の
割
り
振
り
は

不
可
能

QQAA
市民アンケートでも医療への期待が高い

　

舞
鶴
市
議
会
で
は
、
毎
月
１
回
、

Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
の「
な
な
こ
ち
ゃ
っ
た

ラ
ジ
オ
」
に
議
員
が
出
演
し
て
い

ま
す
。

　

定
例
会
の
報
告
や
市
議
会
の
進
め

て
い
る
取
り
組
み
な
ど
、
議
会
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
話
し
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ

さ
い
。

「
定
例
会
の
案
内
、
議
案
紹
介
、
審
査
報
告
」

「
常
任
委
員
会
視
察
報
告
」

「
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
」

「
議
場
の
中
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
」

「
Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
と
の
意
見
交
換
会
の
報
告
」

「
審
議
の
見
え
る
化
を
図
る
取
組
」    

な
ど

次回の放送予定や
これまでの放送内容について
詳しくは、ホームページから
ご覧いただけます。

≪今後の放送予定≫
11月19日（金）
放送テーマ：「常任委員会  今年の活動のまとめ」

4令和3年11月9日 4令和3年 月9日

代表質問令和3年9月14日に本会議を開き、各会派が代表質問を行いました。質問・答弁の要旨は次のとおりです。

質
等
ま

都
市
公

た
な

取
り

よ
っ

代
表
代代
表
質A

4令和3年11月9日

代表質問答弁の要旨は次のとおりです。

ＦＭまいづるに出演紹介



令和3年 舞鶴市議会9月定例会一般質問
令和3年9月15日、16日

順番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

質問方式

一括

一括

一問一答

一括

一問一答

一括

一問一答

一括

一問一答

一問一答

一括

一括

伊藤　清美

杉島　久敏

田畑　篤子

西村　正之

小杉  悦子

仲井　玲子

川口　孝文

松田　弘幸

鯛　　慶一

伊田　悦子

高橋　秀策

小谷　繁雄

１ 舞鶴市内の河川について

３ 東京2020オリンピックにおけるホストタウンとしての総括について

１ 民法改正による「成人年齢18歳」の引下げについて

２ 新型コロナウイルス感染症について

１ 新型コロナウイルス感染症について

３ 子育て支援について

１ 武道について

１ 災害時における情報伝達手段の充実について

３ 高齢者福祉について

１ ウイズコロナ時代における高齢者の孤立化対策について

３ 誰もが安心安全に暮らせる地域社会の形成について

１ 新型コロナウイルスワクチン一般接種状況等について

３ 赤れんが倉庫６、７、８号棟の整備等について

１ 舞鶴市地域エネルギービジョンについて

２ 地図アプリについて

１ ＦＭまいづるの現状について

２ ごみ処理の現状について

１ 平和の担い手を育てる取組について

３ 文化的な生活環境について

１ 教育について

３ ウオーキングと健康について

１ 災害時の電源確保について

２ 小・中学生の防災教育について

２ 再犯防止計画について

２ 花とみどりの環境整備について

２ 学校教育の充実について

２ 高齢者の社会的活躍の場の創出支援について

２ タブレット端末の自宅学習等での活用等について

４ 舞鶴総合防災訓練について

２ ジェンダー平等の視点に立った本市の取組について

２ ごみ問題について

氏　名 質問事項

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、YouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式 舞鶴市議会 検索

5 まいづる市議会だよりNo.177

一般質問令和3年9月15日、16日に本会議を開き、12人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



杉 島 久 敏

民
法
改
正
に
伴
う

若
者
の
消
費
者
教
育
を

教
育
委
員
会
や

高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て
推
進

質
問

民
法
改
正
に
よ

り
、
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
。
重
要

な
変
更
点
は
18
歳
以
上
に

な
っ
た
ら
、
一
人
で
有
効

で
確
定
的
な
契
約
を
結
べ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
知
識
や

経
験
の
乏
し
さ
に
よ
り
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
が
上
昇
す
る
と

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

詐
欺
商
法
や
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
に
関
す
る
知
識

と
そ
れ
を
実
践
す
る
ス
キ

ル
が
必
要
と
な
る
。
本
市

で
は
今
後
、
若
者
に
対
す

る
消
費
者
教
育

に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
か
れ
る

の
か
。

答
弁

今
回

の
法
改
正
は
、

社
会
の
大
き
な

転
機
で
あ
り
、
社
会
全
体

で
若
者
の
消
費
者
被
害
予

防
や
救
済
手
段
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
法
改
正
に
よ

る
変
更
内
容
の
周
知
や
注

意
喚
起
、
啓
発
に
努
め
て

い
る
。

　

若
者
向
け
の
消
費
者
教

育
は
、
府
教
育
委
員
会
や

高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て

推
進
さ
れ
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
情
報
提
供
や
注

意
喚
起
に
努
め
、
成
年
と

な
っ
た
若
者
の
被
害
を
予

防
す
る
た
め
に
必
要
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

田 畑 篤 子
新政クラブ議員団

公明党議員団

東
舞
鶴
駅
前
整
備
の

市
民
協
働
へ
の
公
助
は

費
用
負
担
基
準
を
決
め

財
源
の
確
保
に
取
り
組
む

質
問　

Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅

北
・
南
口
は
市
の
管
轄
。

駅
前
整
備
で
は
、
市
民
有

志
の
協
力
に
よ
る
整
備
が

計
画
中
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
一
定
の
経
費
が
必
要

と
な
る
。
全
て
市
民
に
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
市
の
公
助
を
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
弁

市
民
の
皆
さ
ん

と
協
働
で
、
ま
ち
の
魅
力

向
上
を
目
指
す
取
り
組
み

を
持
続
す
る
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
実
施
い
た
だ

く
範
囲
を
決
め
た
上
で
、

資
機
材
や
材
料
な
ど
経
費

負
担
の
基
準
を
明
確
に
し

て
、
財
源
の
確
保
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

舞
鶴
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

国
際
福
祉
専
門
学
校
の
奨

学
金
制
度
は
、
卒
業
後
の

就
業
施
設
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
で
入
学
志
願
者
も
増

え
、
障
害
児
・
者
施
設
も

有
資
格
者
の
確
保
に
つ
な

が
る
。
時
代
の
変
化
に
合

わ
せ
た
効
果
的
な
奨
学
金

制
度
の
見
直
し
の
考
え
は
。

答
弁

市
民
福
祉
さ
さ

え
あ
い
基
金
を
活
用
し
た

制
度
で
あ
り
、
障
害
児
・

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

人
材
確
保
の
状
況
を
把
握

す
る
中
で
、
よ
り
効
果
的

な
制
度
と
な
る
よ
う
総
合

的
に
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

流
域
治
水
の
考
え
か
ら

市
内
の
治
水
対
策
は

下
流
か
ら
上
流
域
へ
と

危
険
度
を
考
慮
し
整
備

質
問　

近
年
の
気
候
変

動
に
よ
り
自
然
災
害
が
激

甚
化
・
頻
発
化
し
て
い
る
。

国
や
流
域
自
治
体
、
企
業
、

住
民
等
が
協
働
し
て
取
り

組
む
流
域
治
水
と
い
う
考

え
方
か
ら
、
本
市
の
治
水

対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

本
市
の
治
水
対

策
の
う
ち
小
規
模
河
川
で

は
、
床
上
・
床
下
浸
水
が

多
発
す
る
下
流
域
か
ら
整

備
す
る
と
と
も
に
、
上
流

域
に
お
い
て
も
調
査
を
行

い
危
険
度
の
高
い
箇
所
か

ら
整
備
を
計
画
し
て
い
く
。

質
問　

ま
ち
な
か
の
開

発
を
進
め
る
中
で
、
川
の

上
部
を
ふ
さ
ぐ
暗
き
ょ
が

使
用
さ
れ
て
き
た
。
自
転

車
等
の
不
法
投
棄
も
あ
り
、

障
害
物
が
あ
れ
ば
、
大
雨

の
時
に
ふ
さ
ぐ
形
と
な
り
、

新
た
な
災
害
発
生
の
要
因

に
も
な
り
得
る
。
暗
き
ょ

部
の
点
検
や
障
害
物
が
滞

留
し
な
い
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁

暗
き
ょ
部
は
、

土
砂
等
の
流
入
に
よ
り
閉

塞
し
や
す
く
、
洪
水
の
原

因
に
な
る
と
認
識
し
て
い

る
。
定
期
的
な
現
場
点
検

と
除
去
作
業
を
行
う
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

流
入
防
止
柵
等
の
設
置
の

検
討
を
行
い
、
適
正
な
河

川
の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

一
般
質
問

A

市内小規模河川の増水状況（森地域）

民法改正、成年年齢
引き下げの通知

市
街
地
暗
き
ょ
部
の

危
険
性
は

土
砂
等
障
害
物
の

危
険
を
認
識

QQAA

奨
学
金
制
度
の

見
直
し
を

効
果
的
な
制
度
に

向
け
て
判
断

QQAA

草刈り後の東舞鶴駅前

6令和3年11月9日

質 般
一
般A

6令和3年11月9日

一般質問令和3年9月15日、16日に本会議を開き、12人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



小 杉 悦 子
日本共産党議員団

中
継
局
増
設
問
題
は

市
民
に
十
分
な
説
明
を

関
係
者
が
協
力
し

最
善
の
方
法
を
検
討

質
問　

Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る

の
中
継
局
増
設
で
災
害
時

の
情
報
伝
達
手
段
が
増
え

る
。
試
験
放
送
で
加
佐
中

継
局
が
、
計
画
ど
お
り
い

か
な
か
っ
た
こ
と
を
「
無

線
自
体
が
予
想
し
が
た
い

研
究
分
野
」
と
さ
れ
た
。

　

Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
は
、
設

計
業
務
委
託
事
業
者
や
市

に
、
専
門
的
立
場
か
ら
意

見
を
出
し
て
い
る
と
聞
く
。

今
回
の
計
画
で
は
困
難
と

の
指
摘
が
あ
っ
た
の
で
は
。

議
会
と
市
民
に
説
明
が
不

十
分
。
い
か
が
か
。

答
弁

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
が
使
用
す
る
Ｖ
Ｈ
Ｆ

帯
無
線
回
線
で
Ｆ
Ｍ
ま
い

づ
る
か
ら
、
今
回
の
事

業
が
国
の「
全
額
」補
助

で
あ
る
た
め
、
無
線
で

の
送
受
信
に
強
い
要
望

が
あ
り
、
関
係
者
が
協

力
し
て
最
善
の
方
法
を

検
討
し
て
き
た
。

質
問　

６
月
定
例
会
総

務
消
防
委
員
会
で
「
ま
だ

完
了
し
て
い
な
い
過
程
の

内
容
が
新
聞
報
道
さ
れ
て

い
る
」
と
の
指
摘
に
、「
契

約
に
抵
触
し
て
い
る
か
調

査
を
行
う
」
と
さ
れ
た
。

調
査
結
果
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

答
弁

信
頼
関
係
の
下

で
、Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
に
施

工
管
理
業
務
を
委
託
。
事

業
の
継
続
中
で
あ
り
完
了

を
目
途
に
対
応
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

高
齢
者
の
社
会
活
躍
の
場

創
出
支
援
は

働
く
意
欲
あ
る
高
齢
者
へ

総
合
的
な
就
業
支
援

質
問　

少
子
高
齢
化
に

よ
る
生
産
年
齢
人
口
比
率

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

元
気
な
高
齢
者
の
方
の
労

働
力
と
し
て
の
社
会
参
加

も
期
待
さ
れ
る
。Ｉ
Ｔ
教

育
に
よ
る
人
材
発
掘
や
起

業
な
ど
の
社
会
参
加
支
援

施
策
を
問
う
。

答
弁

ま
い
づ
る
シ
ニ

ア
就
職
面
接
会
な
ど
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
、

元
気
で
就
労
意
欲
の
高
い

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
働

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。

質
問　

精
神
障
害
の
あ

る
方
の
人
権
を
守
り
、
地

域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体
系

は
、
地
域
住
民
の
協
力
な

く
て
は
実
現
で
き
な
い
。

誰
も
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
形
成
の
た

め
に
、
精
神
障
害
に
も
対

応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
問
う
。

答
弁

個
別
の
案
件
に

つ
い
て
は
本
人
、
ご
家
族
、

障
害
担
当
、
関
係
す
る
部

署
や
保
健
所
、
相
談
支
援

事
務
所
、
民
生
児
童
委
員

等
と
の
連
携
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。
今
後
と
も
相

談
支
援
体
制
の
連
携
強
化

を
図
り
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

西 村 正 之
市民クラブ舞鶴議員団

武
道
必
修
化
と

安
全
対
策
は

安
全
な
授
業
と

環
境
づ
く
り
に
努
め
る

質
問　

講
道
館
柔
道
の

創
始
者
、
嘉
納
治
五
郎
先

生
は
、
柔
道
の
精
神
を
、

精
力
善
用
、
自
他
共
栄
と

説
か
れ
て
い
る
。「
心
身

の
持
つ
全
て
の
力
を
最
大

限
に
生
か
し
て
社
会
の
た

め
に
良
い
方
向
に
用
い

る
」
と
い
う
精
神
と
、「
相

手
を
敬
い
感
謝
す
る
。
信

頼
し
合
い
助
け
合
う
心
を

育
み
、
自
分
だ
け
で
な
く

他
人
と
共
に
栄
え
る
世
の

中
に
し
よ
う
」
と
い
う
二

つ
の
規
範
は
、
教
育
に
お

い
て
も
大
変
意
義
の
あ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

柔
道
は
、
常
に
外
傷
や
障

害
発
生
の
危
険
性
と
隣
り

合
わ
せ
に
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
成
長

期
に
あ
る
生
徒
の
安
全
対

策
を
問
う
。

答
弁

本
市
に
お
い
て

は
、
全
中
学
校
で
柔
道
が

選
択
さ
れ
て
い
る
。
柔
道

の
授
業
に
お
い
て
は
、
基

本
動
作
で
あ
る
受
け
身
を

最
初
に
指
導
し
、
徹
底
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
指
導
を
行
う
教

員
は
、
国
や
府
が
実

施
す
る
研
修
会
や
、

毎
年
行
う
中
学
校
体

育
実
技
研
修
会
に
参

加
し
て
指
導
力
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。

施
設
面
で
は
、
安
全

な
授
業
が
実
施
で
き

る
よ
う
環
境
づ
く
り

に
も
努
め
て
い
る
。

一
般
質
問

A

高齢者の活躍に期待

契
約
に
抵
触
の

調
査
の
結
果
は

事
業
完
了
を
め
ど
に

対
応

QQAA

FM加佐中継局

自他共栄の精神を育む柔道

要
支
援
者
へ
の

協
力
体
制
は

地
域
共
生
社
会

実
現
を
目
指
す

QQAA
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質 般
一
般A

一般質問令和3年9月15日、16日に本会議を開き、12人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



松 田 弘 幸

地
図
ア
プ
リ
の
改
良
と

活
用
法
の
検
討
を
問
う

充
実
を
図
り
、
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

質
問

地
図
ア
プ
リ
の

ア
ン
ブ
ラ
マ
ッ
プ
を
開
く

と
、
海
軍
舞
鶴
鎮
守
府
エ

リ
ア
や
田
辺
城
・
城
下
町

エ
リ
ア
、
舞
鶴
鎮
守
府
開

庁
１
２
０
年
軍
艦
通
り
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
他
に
、

近
隣
市
町
を
含
め
た
多
く

の
マ
ッ
プ
が
表
示
さ
れ
る
。

し
か
し
、
表
示
画
像
の
文

字
が
小
さ
い
な
ど
必
要
な

マ
ッ
プ
が
探
し
づ
ら
い
。

利
用
者
が
簡
単
に
選
択
で

き
る
よ
う
改
良
が
必
要
と

考
え
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
地

図
ア
プ
リ
は
観
光
誘

客
に
有
力
な
ツ
ー
ル

と
考
え
る
。
市
は
、

ど
の
よ
う
な
活
用
法

を
検
討
し
て
い
る
の

か
。答

弁

ア
プ
リ
運

営
業
者
と
協
議
し
、

本
市
の
マ
ッ
プ
や
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ア

イ
コ
ン
を
１
カ
所
に
ま
と

め
選
択
し
や
す
く
す
る
。

さ
ら
に
、
切
り
替
え
の
高

速
化
、
利
用
者
が
地
点
情

報
を
登
録
し
、
共
有
で
き

る
投
稿
機
能
も
充
実
す
る

予
定
。
観
光
誘
客
へ
の
活

用
は
、
鎮
守
府
と
田
辺
城

エ
リ
ア
を
中
心
に
、
地
域

固
有
の
歴
史
や
文
化
を
紹

介
す
る
地
域
間
交
流
な
ど

を
進
め
、
地
図
ア
プ
リ
に

掲
載
す
る
こ
と
で
、
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

や
舞
鶴
フ
ァ
ン
の
獲
得
を

進
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

鯛 　 慶 一
新政クラブ議員団

公明党議員団

自
動
起
動
ラ
ジ
オ
は

誰
で
も
購
入
で
き
る
の
か

11
月
か
ら
購
入
が
可
能

質
問　

難
聴
地
域
を
解

消
す
る
た
め
、
加
佐
中
継

局
、
空
山
中
継
局
を
整
備

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

空
山
の
整
備
が
完
了
す
れ

ば
、
大
浦
地
区
で
の
自
動

起
動
ラ
ジ
オ
の
運
用
は
可

能
か
。
ま
た
、Ｐ
Ａ
Ｚ
圏

内
な
ど
の
地
域
の
方
に
は
、

自
動
起
動
ラ
ジ
オ
を
各
世

帯
に
無
償
貸
与
す
る
と
説

明
が
あ
っ
た
が
、
自
動
起

動
ラ
ジ
オ
の
配
布
予
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
が

自
動
起
動
ラ
ジ
オ

を
購
入
し
た
い
場

合
の
販
売
場
所
、

購
入
可
能
時
期
、

販
売
予
定
価
格
な

ど
を
問
う
。

答
弁

自
動
起

動
ラ
ジ
オ
の
運
用

は
10
月
に
開
始
で

き
る
よ
う
進
め
て

い
く
。ま
た
、Ｐ
Ａ

Ｚ
と
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
準
じ
る
地

域
、
津
波
が
到
達
す
る
地

域
の
合
計
９
地
区
に
は
、

10
月
に
自
動
起
動
ラ
ジ
オ

を
配
布
で
き
る
よ
う
進
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
購
入
は
、

Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
の
事
務
所

で
11
月
か
ら
と
聞
い
て
い

る
。
販
売
価
格
は
１
万
１

千
円
の
予
定
。Ｆ
Ｍ
ま
い

づ
る
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、

さ
ら
に
公
開
放
送
時
の
販

売
や
市
役
所
、
加
佐
分
室

で
お
渡
し
で
き
る
よ
う
調

整
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

川 口 孝 文
創政クラブ議員団

小
中
学
校
で
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
は

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
に

活
用
操
作
に
も
習
熟

質
問　

小
中
学
校
で
は

４
月
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

学
習
の
場
面
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
さ
れ
て
き

た
と
思
う
。
現
在
、
校
内

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
ど

の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
教
職
員
や
児

童
・
生
徒
の
機
器
へ
の
習

熟
具
合
は
進
ん
で
い
る
の

か
を
問
う
。

答
弁

教
員
が
大
型
モ

ニ
タ
ー
に
課
題
を
提
示
し
、

各
自
に
送
信
。
意
見
を
書

き
込
み
提
出
さ
せ
、
こ
れ

を
再
度
モ
ニ
タ
ー
に
映
し

全
員
で
意
見
交
流
を
行
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

活
動
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

教
職
員
も
子
ど
も
た
ち
も

操
作
に
慣
れ
て
き
た
。

質
問　

児
童
・
生
徒
、各

家
庭
へ
の
対
応
状
況
は
ど

う
か
。
貸
与
用
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
、
通
信
環
境
の

整
備
な
ど
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
自
宅
学
習
環
境
整

備
状
況
を
問
う
。

答
弁

保
護
者
に
同
意

書
の
提
出
を
お
願
い
し
、

そ
の
上
で
全
家
庭
に
通
信

環
境
が
整
う
よ
う
、
就
学

援
助
費
受
給
世
帯
へ
の
通

信
費
の
支
援
、
約
１
２
０

世
帯
へ
の
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
の
貸
与
を
予
定
。
10

月
に
持
ち
帰
り
が
で
き
る

よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
。

A

一人一台のタブレット端末

アンブラマップのＱＲコード

安全安心のツールに自動起動ラジオを

自
宅
学
習
へ
の

対
応
状
況
は

10
月
中
の

持
ち
帰
り
を
準
備

QQAA

android IOS

アンブラマップ

京都舞鶴
まち探検マップ・メニュー

8令和3年11月9日

質 A

8令和3年11月9日

一般質問令和3年9月15日、16日に本会議を開き、12人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



高 橋 秀 策
創政クラブ議員団

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

看
板
や
距
離
表
示
を

市
民
や
関
係
者
の

意
見
を
聴
き
検
討
す
る

質
問　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

は
脂
肪
燃
焼
効
果
が
高
い

た
め
、
健
康
増
進
や
生
活

習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
る
。

本
市
健
康
増
進
計
画
の
中

に
も
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
歩

道
の
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
」
と
あ
る
が
、
距
離
表

示
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
看
板
設

置
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
の
看
板
設
置
や
距

離
表
示
の
効
果
は
、
市
民

や
関
係
者
の
意
見
を
聴
き

検
討
す
る
。

質
問　

小
中
一
貫
教
育

は
、
全
中
学
校
区
で
、
児

童
生
徒
の
学
力
の
充
実
・

向
上
と
学
校
生
活
へ
の
適

応
に
向
け
、
平
成
28
年
度

か
ら
モ
デ
ル
事
業
方
式
で

導
入
し
、
現
在
、
６
年
目

と
な
る
が
、
現
状
と
課
題
、

今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁
「
学
力
の
定
着
」

「
豊
か
な
人
間
性
や
社
会

性
の
育
成
」「
９
年
間
を

見
通
し
た
一
貫
性
の
あ
る

指
導
」
の
３
つ
の
目
標
を

掲
げ
、
質
の
高
い
教
育
の

充
実
を
柱
と
し
て
進
め
て

き
た
。
小
中
一
貫
教
育
を

し
っ
か
り
と
推
し
進
め
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
に
通
い
、
夢
に
向

か
っ
て
将
来
を
切
り
拓
い

て
い
け
る
よ
う
引
き
続
き

取
り
組
む
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

小 谷 繁 雄
公明党議員団

災
害
時
、
避
難
所
の

非
常
用
電
源
の
確
保
は

非
常
用
電
源
の
設
置
を

順
次
進
め
る
計
画

質
問　

災
害
時
に
は
、

停
電
と
な
る
可
能
性
も
高

く
、
避
難
所
に
お
い
て
は
、

電
力
供
給
が
復
旧
す
る
ま

で
、
一
定
期
間
継
続
的
・

安
定
的
に
供
給
す
る
非
常

用
電
源
の
確
保
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、

災
害
時
の
非
常
用
電
源
と

な
る
発
電
機
は
、
保
守
運

用
の
負
担
や
使
用
時
の
環

境
へ
の
負
荷
が
課
題
で
あ

る
。
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
を
組
み
合
わ
せ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

し
、
自
主
避
難
所
や
東
体

育
館
な
ど
拠
点
避
難
所
の

非
常
用
電
源
の
確
保
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

答
弁

避
難
所
の
非
常

用
電
源
設
置
は
、
順
次
進

め
る
計
画
で
あ
る
。
整
備

で
き
る
ま
で
の
間
は
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
の
拡

充
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
に
よ
り
災
害
時
の
電
源

確
保
に
努
め
る
。
現
在
、

本
市
で
は
、
避
難
所
を
中

心
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
設
備
を

導
入
し
て
い
る
。
引
き
続

き
避
難
所
の
規
模
や
構
造

を
考
慮
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
高
度
化
・
転
換
理
解

促
進
事
業
補
助
金
な
ど
、

有
利
な
財
源
の
確
保
と
活

用
に
努
め

る
中
で
、

太
陽
光
パ

ネ
ル
や
蓄

電
池
等
の

導
入
を
図

る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

生
理
用
品
無
償
配
布
で

生
理
の
貧
困
対
策
を

ま
ず
は
女
性
の
た
め
の

相
談
窓
口
で
支
援

質
問　

内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
の
調
査
で
は
、

「
生
理
の
貧
困
」
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

は
５
８
１
と
数
カ
月
で
約

２
倍
と
な
っ
て
い
る
。
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
本

市
も
生
理
用
品
を
無
償
配

布
し
、「
生
理
の
貧
困
」
対

策
に
取
り
組
む
べ
き
。
い

か
が
か
。

答
弁
「
生
理
の
貧
困
」

の
背
景
に
あ
る
困
難
や
不

安
に
対
す
る
相
談
を
行
う

こ
と
で
、
見
え
て
く
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
関
係
機

関
と
連
携
し
支
援
し
て
い

く
。
ま
ず
は
、
女
性
の
た

め
の
相
談
窓
口
に
お
い
て
、

一
人
一
人
相
談
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
行
う
。

質
問　
「
駅
前
か
ら
花

の
植
え
込
み
が
な
く
な
り
、

ま
ち
全
体
が
雑
草
な
ど
放

置
さ
れ
た
ま
ま
」
と
の
市

民
か
ら
の
声
。
経
費
削
減

を
理
由
に
花
と
緑
の
公
社

を
解
散
し
た
影
響
で
は
。

「
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
前
提
は
市
民
生
活
の
中

に
潤
い
が
あ
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。
い
か
が
か
。

答
弁

今
年
度
、
花
壇

の
整
備
は
な
い
。
道
路

や
公
園
等
の
除
草
は
、

安
全
面
を
優
先
し
て
実

施
。
雑
草
が
放
置
さ
れ

た
と
い
う
認
識
は
な
く
、

公
社
解
散
の
影
響
は
な

い
と
考
え
る
。

A

本庁・別館塔屋にある
非常用発電機

小
中
一
貫
教
育
の

現
状
と
課
題

し
っ
か
り
と

推
し
進
め
て
い
く

QQAA

雑
草
放
置
で
は

文
化
語
れ
な
い

雑
草
放
置
の

認
識
は
な
い

QQAA

西運動公園距離表示

彩りの消えた寂しい駅前
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質 A

一般質問令和3年9月15日、16日に本会議を開き、12人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



Ｑ

幅
員
４
メ
ー
ト
ル
で

避
難
路
と
し
て
十
分
か

Ａ　
自
家
用
車
の
離
合
や

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
通
行
が

可
能
で
あ
る
４
メ
ー
ト
ル

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
避

難
路
と
し
て
機
能
す
る
。

Ｑ

早
期
の
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
、
予
算
の
都

合
で
３
カ
年
計
画
な
の
か

Ａ　
調
査
・
設
計
、
工
事

に
そ
れ
ぞ
れ
期
間
を
要
す

る
た
め
、
３
カ
年
の
計
画

で
整
備
す
る
。

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容

緊
急
時
避
難
円
滑
化
事
業
費

Ｑ

新
た
な
工
事
を
追
加

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
資

材
の
確
保
等
は
間
に
合
う

か
。
ま
た
、
本
体
工
事
の

現
在
の
進
捗
状
況
も
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い

Ａ　
現
在
整
備
中
の
介
護

老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る

追
加
工
事
の
内
容
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
感
染
発

生
時
対
応
お
よ
び
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
ゾ

Ｑ

清
掃
事
務
所
等
で
、

定
額
制
で
ご
み
の
搬
入
受

け
付
け
手
数
料
の
徴
収
を

開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、

搬
入
台
数
は
ど
れ
く
ら
い

減
少
し
た
の
か
。
ま
た
、

従
量
制
移
行
の
必
要
性
を

ど
う
考
え
て
い
る
か

Ａ　
搬
入
台
数
は
清
掃
事

務
所
で
67
％
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
で
71
％
、
そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
た
。
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
搬
入
量
に

応
じ
て
手
数
料
を
徴
収
す

る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

ー
ニ
ン
グ
環
境
等
の
整
備

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
本

体
工
事
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
３
月
末
を
目
途
に

予
定
ど
お
り
進
行
中
で
あ

り
、
工
期
等
に
影
響
は
な

い
と
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、

８
月
末
時
点
で
の
出
来
高

は
８
・
５
％
で
あ
る
。

施
設
改
修
事
業
費

Ｑ
防
火
対
象
物
等
の
査
察

実
施
件
数
が
前
年
度
よ
り
も

減
っ
て
い
る
が
、
計
画
的
に

常
備
消
防
費

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

拠
点
施
設
整
備
費
補
助
金

Ｑ

申
込
対
象
者
と
申
込

方
法
は

Ａ　
こ
の
事
業
は
、
16
歳

以
上
の
京
都
府
民
を
対
象

と
し
て
お
り
、
京
都
府
の

予
約
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て

申
し
込
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
案
内
し
て
い
る
。
ま

た
、
舞
鶴
市
民
に
つ
い
て

は
、
市
に
設
置
の
ワ
ク
チ

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
申
込
み
を
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
と
し
て
い
る
。

Ｑ

開
設
場
所
と
駐
車
場

はＡ　
会
場
は
中
総
合
会
館

３
階
の
３
部
屋
で
予
定
し

て
お
り
、
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
中
総
合
会
館
の
駐

車
場
の
ほ
か
に
、
近
隣
駐

車
場
を
確
保
し
、
誘
導
人

員
も
確
保
で
き
て
い
る
。

Ｑ

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
と
２
回
目
接
種
ま

で
の
間
隔
は

Ａ　
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク

京
都
府
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
運
営
経
費

Ｑ

令
和
元
年
度
比
較
で
、

減
額
と
な
っ
た
要
因
は

Ａ　
こ
の
事
業
は
、
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
に
よ

り
外
出
支
援
を
す
る
事
業

で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
利
用
者
が
外

出
を
控
え
ら
れ
た
こ
と
が

主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

重
度
視
覚
障
害（
児
）者

同
行
援
護
給
付
費

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、
全
国
的
に
生
活
保

護
申
請
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
た
が
、
本
市
に
お
い
て
、

生
活
保
護
受
給
件
数
が
大

幅
に
増
加
し
な
か
っ
た
理

由
は

Ａ　
生
活
困
窮
者
に
対
し
、

貸
付
制
度
の
緊
急
小
口
資

金
や
住
居
確
保
給
付
金
な

生
活
保
護
世
帯
・

人
員
の
推
移

Ｑ

舞
鶴
ク
レ
イ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
本
体
の
保
守
点
検

委
託
経
費
が
な
い
の
は

Ａ　
５
年
に
一
度
法
定
点

検
し
て
い
る
。
ま
た
、
職

員
も
毎
月
点
検
を
行
っ
て

い
る
。

道
路
橋
り
ょ
う
施
設
に

係
る
経
費

Ｑ

昨
年
、
市
内
商
店
街

の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
屋
根
材

の
一
部
が
老
朽
化
に
よ
り

落
下
し
た
こ
と
を
受
け
、

状
況
調
査
し
た
結
果
は

Ａ　
改
修
が
必
要
と
な
っ

た
の
は
５
商
店
街
あ
っ
た
。

令
和
２
年
度
中
に
補
助
金

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り

推
進
事
業
費
補
助
金

の
活
用
や
軽
微
な
場
合
は

自
前
で
修
繕
さ
れ
て
お
り
、

残
り
の
２
商
店
街
の
安
全

対
策
に
今
回
支
援
す
る
も

の
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

令
和
３
年
度
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算

チ
ン
を
使
用
す
る
た
め
、

１
回
目
の
接
種
日
か
ら
４

週
間
後
に
２
回
目
の
接
種

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ

接
種
数
の
見
込
み
は

Ａ　
１
回
目
の
接
種
を
２

１
０
０
人
と
見
込
ん
で
い

る
た
め
、
１
人
２
回
の
接

種
で
計
４
２
０
０
人
の
接

種
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ

今
年
度
の
大
規
模
改

修
工
事
の
予
定
は

Ａ　
福
井
小
学
校
体
育
館

の
屋
根
改
修
工
事
、
倉
梯

小
学
校
ほ
か
１
校
の
避
難

器
具
取
替
工
事
、
三
笠
小

学
校
の
高
圧
受
変
電
設
備

改
修
工
事
等
を
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

施
設
整
備
事
業
費

（
小
学
校
費
）

Ｑ

市
民
応
援
団
の
数
は

何
名
、
何
団
体
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
事
業
の
評
価
は

Ａ　
応
援
団
は
38
団
体
、

４
８
９
名
で
あ
っ
た
。
柔

道
の
事
前
合
宿
に
多
く
の

方
々
に
協
力
い
た
だ
い
た

中
、
市
民
と
の
直
接
交
流

は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て

努
力
す
る
選
手
の
姿
は
、

夢
や
希
望
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。 ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
推
進
等
事
業
費

ど
、
国
等
に
よ
る
支
援
制

度
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
本
市
の
生
活
保
護

件
数
が
増
加
し
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

実
施
で
き
て
い
る
の
か

Ａ　
年
度
当
初
に
年
間
査

察
計
画
を
定
め
計
画
的
に

査
察
を
行
っ
て
い
る
。
令

和
２
年
度
は
、
学
校
を
重

点
的
に
実
施
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
実
施
件

数
が
減
少
し
た
。

Ｑ

完
売
に
な
っ
て
い
な

い
要
因
は

Ａ　
販
売
時
期
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
が

増
大
し
た
こ
と
。
商
品
券

構
成
が
飲
食
店
中
心
で
、

大
型
店
舗
で
使
用
で
き
る

枚
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と

等
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ

経
済
効
果
は

Ａ

換
金
率
は
99
・
36
％

で
あ
り
、
２
億
円
以
上
の

経
済
効
果
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策「
ま
い
づ
る
地
域
商
品
券
」

発
行
事
業
費

10令和3年11月9日

Ｑ避
難

Ａマ
イ

可
能

予
算

審
査

緊 令補

10令和3年11月9日

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、市民文教委員会2件、産業建設委員会2件、
総務消防委員会4件、予算決算委員会13件であり、それぞれの委員会で審査しました。



11
議
案
に
賛
成
し
、。

10
議
案
に
反
対
す
る
。

　

提
案
さ
れ
た
全
て
の
議

案
を
①
市
民
生
活
に
と
っ

て
負
担
が
増
加
す
る
税
金

の
使
い
方
に
な
っ
て
い
な

い
か
。
②
開
発
や
公
共
事

業
優
先
で
、
福
祉
・
教
育

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い

な
い
か
。
③
地
場
産
業
や

地
元
の
中
小
企
業
、
商
店

が
活
気
づ
く
事
業
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
④
環
境
破

壊
や
環
境
に
負
荷
を
与
え

る
計
画
に
な
っ
て
い
な
い

か
。
⑤
市
民
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
、
負
担
増
の
条
例

に
な
っ
て
い
な
い
か
。
以

上
の
視
点
で
、
コ
ロ
ナ
禍

で
苦
し
む
市
民
に
心
寄

せ
、
慎
重
に
審
査
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
２
年

度
一
般
会
決
算
で
は
、①

地
方
創
生
拠
点
整
備
事
業

費
②
舞
鶴
版Society 5.0 

for SD
Gs

推
進
事
業
費

③
整
備
新
幹
線
誘
致
推
進

費
に
係
る
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
反
対
。

第
75
号
議
案
か
ら
第
78

号
議
案
ま
で
の
条
例
制
定

に
係
る
４
議
案
に
つ
い
て

も
反
対
。

　

国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
決

算
に
つ
い
て
も
、
毎
回
指

摘
し
て
い
る
が
、
市
民
の

暮
ら
し
の
実
態
に
心
寄
せ

た
対
応
に
改
善
さ
れ
な
い

た
め
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

令
和
３
年
度
舞
鶴
市
病

院
事
業
会
計
補
正
予

算
第
１
号
で
は
、
京

都
府
が
市
民
病
院
に

委
託
し
、
京
都
府
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

を
、
中
総
合
会
館
に

開
設
す
る
も
の
。
16

歳
以
上
の
京
都
府
民

が
対
象
と
な
る
。
本

事
業
で
、
本
市
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
希
望
者
が
接
種
で

き
な
い
状
況
を
つ
く
り
出

さ
な
い
た
め
に
も
有
効
。

専
門
家
は
、
冬
に
向
け
て

第
６
波
の
可
能
性
を
警
鐘

し
て
い
る
。
感
染
拡
大
が

下
火
の
今
、
医
療
体
制
・

検
査
態
勢
の
充
実
、
疲
弊

し
て
い
る
地
域
経
済
へ
の

対
策
強
化
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
で
苦
し
む
国
民
の
実
態

に
沿
っ
た
施
策
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。
本
事
業
の

市
民
へ
の
丁
寧
な
周
知
や
、

ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の

生
活
に
お
い
て
、
今
後
も

市
民
ぐ
る
み
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
押
さ
え
込

み
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
市
の
指
導
性

の
発
揮
を
求
め
賛
成
。“住民が主人公”みんな笑顔のまちづくりを

コロナ禍のもと
市独自支援策の強化を

Ｑ

給
水
収
益
の
増
加
は

Ａ　
平
均
で
４
・
８
％
増

と
な
る
料
金
改
定
を
実
施

し
た
結
果
、
料
金
収
入
は

前
年
度
と
比
べ
、
６
８
０

４
万
２
千
円
、
４
・
５
％

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

給
水
収
益
の
状
況

令
和
２
年
度
水
道
事
業

会
計
の
決
算
及
び
利
益

の
処
分

Ｑ

普
通
徴
収
に
お
け
る

収
入
未
済
の
主
な
要
因
は

Ａ　
主
な
要
因
は
「
生
活

困
窮
」
で
あ
る
が
、
65
歳

に
な
っ
た
最
初
の
年
が「
年

金
天
引
き
」で
は
な
く「
納

付
書
払
い
」
と
な
る
た
め
、

支
払
い
忘
れ
に
な
る
ケ
ー

ス
も
多
い
。

介
護
保
険
料
の
収
納
状
況

令
和
２
年
度
介
護
保
険

事
業
会
計
決
算

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
の
２
年
間
で
３
０
８
円

と
な
る
た
め
、
端
数
処
理

を
し
て
３
０
０
円
と
し
た
。

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴

い
、
事
業
者
等
が
行
う
記

録
等
を
電
磁
的
記
録
で
行

え
る
よ
う
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

Ｑ
「
電
磁
的
記
録
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か

Ａ

Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
に

蓄
積
さ
れ
、
人
の
知
覚
で

は
内
容
を
認
識
で
き
な
い

方
法
で
記
録
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

市
民
文
教
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

運
営
等
の
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

市
民
の
利
便
性
の
向
上

や
行
政
の
運
営
の
簡
素

化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
、
情
報
通
信
技
術

を
利
用
し
た
行
政
手
続
を

行
う
た
め
の
基
本
事
項
を

定
め
た
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

Ｑ

市
民
の
声
を
聞
き

と
っ
た
り
、
必
要
な
支
援

を
受
け
た
り
す
る
窓
口
業

務
の
役
割
が
衰
退
し
、
将

来
的
に
、
対
面
に
よ
る
窓

口
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か

Ａ

国
の
基
本
方
針
と
し

て
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
、
多
様
な

幸
せ
を
実
現
で
き
る
社
会

と
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
て
い
く
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア

ナ
ロ
グ
に
よ
る
申
請
を
望

む
方
を
見
捨
て
る
よ
う
な

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

総
務
消
防
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

指
定
管
理
者
の
更
新
に

合
わ
せ
、
五
老
ケ
岳
公
園

展
望
タ
ワ
ー
の
料
金
改
定

を
行
う
も
の
。

Ｑ

算
定
根
拠
は

Ａ

直
近
の
施
設
維
持
管

理
費
を
入
館
者
数
で
割
り

入
館
料
を
算
定
す
る
。
直

近
の
デ
ー
タ
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
で
入
館
者
数
が
激
減

し
た
令
和
２
年
度
の
実
績

を
除
い
た
大
人
料
金
の
算

定
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
３
１
８
円
、
平
成
30

産
業
建
設
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

都
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

希
望
者
に
行
き
届
く
接
種
を

日本共産党議員団
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ＱＡとし前４

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、市民文教委員会2件、産業建設委員会2件、
総務消防委員会4件、予算決算委員会13件であり、それぞれの委員会で審査しました。

Ｑ給
水

令
和

会
計

の
処

Ｑ

員会の審査報告
討  論令和3年10月6日の最終本会議で市長提出の議案に対して討論をしました。



全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
２
年
度
舞
鶴
市
一

般
会
計
の
決
算
で
は
、
歳

入
、
歳
出
と
も
に
対
前
年

度
比
で
３
割
増
、
１
０
０

億
円
を
超
え
る
増
額
決
算

と
な
り
、
令
和
３
年
度
へ

の
繰
越
財
源
３
億
５
１
０

１
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
額
は
、
３
億
２
２

９
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。
今
回
の
大
幅
な
増
加

額
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
国
か
ら
の
支
援
を
原

資
と
し
た
特
別
定
額
給
付

金
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

施
設
へ
の
衛
生
用
品
の
配

備
に
よ
る
感
染
防
止
対
策

や
ク
ー
ポ
ン
、
地
域
商
品

券
に
よ
る
経
済
支
援
な

ど
、
多
方
面
か
ら
支
援
を

行
い
、
感
染
症
に
よ
る
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
る
施

策
で
あ
っ
た
こ
と
を
高
く

評
価
す
る
。
そ
の
他
の
事

業
で
は
、
京
都
府
全
域
に

発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣

言
等
に
よ
り
、
事
業
の
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
予

算
の
未
執
行
も
あ
っ
た

が
、
必
要
な
取
り
組
み

は
、
し
っ
か
り
と
当
初
予

算
の
計
画
に
沿
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
感
染
症
に

打
ち
勝
ち
、
乗
り
越
え
る

ビ
ヨ
ン
ド
・
コ
ロ
ナ
社
会

の
実
現
に
向
け
、
今
後
も

引
き
続
き
市
民
が
安
心
し

て
生
活
が
で
き
、「
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
心
が
通
う
便

利
で
心
豊
か
な
田
舎
暮
ら

し
」
が
で
き
る
ま
ち
の
実

現
を
目
標
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
か
ら
認
定

す
る
。

　

令
和
３
年
度
舞
鶴

市
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
五
老
ヶ
岳

公
園
か
ら
送
信
さ
れ

て
い
る
Ｆ
Ｍ
放
送
電

波
を
加
佐
中
継
局
へ

中
継
す
る
無
線
局
の

整
備
、
清
掃
事
務
所

と
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ

の
ご
み
搬
入
手
数
料
の
従

量
制
に
向
け
た
施
設
改
修

事
業
費
な
ど
が
提
案
さ
れ

た
。
こ
れ
は
市
民
や
議
会

か
ら
出
た
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
、
要
望
に
対
し
て
、
市

が
誠
実
に
取
り
組
む
も
の

で
あ
り
賛
成
す
る
。

　

令
和
３
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
第
１
号
で

は
、
京
都
府
ワ
ク
チ
ン
接

種
会
場
が
新
た
に
北
部
拠

点
と
し
て
、
中
総
合
会
館

に
開
設
さ
れ
た
。
16
歳
以

上
の
京
都
府
民
、
特
に
本

市
を
含
め
た
５
市
２
町
の

府
民
に
と
っ
て
も
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
賛
成
す

る
。

20
議
案
に
賛
成
し
、。

１
議
案
に
反
対
す
る
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
６
号
で
は
、

ご
み
搬
入
時
の
有
料
化
か

ら
３
カ
月
が
経
過
し
た
現

在
、
ご
み
の
搬
入
量
は
無

償
で
あ
っ
た
前
年
度
同
期

と
比
較
し
て
、
清
掃
事
務

所
で
67
％
減
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
で
は
71
％
減
の

成
果
が
出
て
い
る
。
さ
ら

に
、
車
の
混
雑
等
の
課
題

も
特
に
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
当
初
の
目
的
、

ご
み
処
理
に
対
す
る
課
題

が
一
定
解
決
に
向
か
っ
て

い
る
が
、
従
量
制
へ
の
移

行
は
本
当
に
必
要
な
の

か
。
ま
た
、
従
量
制
に
移

行
す
る
た
め
の
試
算
を
せ

ず
に
、
施
設
改
修
を
進
め

る
計
画
に
市
民
は
理
解
を

示
す
の
か
。
こ
う
し
た
予

算
は
、
現
在
の
状
況
や
今

後
の
見
通
し
を
し
っ
か
り

と
検
証
す
る
こ
と
。
従
量

制
に
移
行
す
る
に
せ
よ
、

ま
ず
は
、
そ
の
必
要
性
、

検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
現

状
認
識
を
改
め
、
ご
み
の

受
け
入
れ
方
法
、
設
備
の

検
討
が
な
さ
れ
る
費
用
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
よ
っ
て
、
従
量
制

あ
り
き
の
計
画
、
補
正
予

算
案
を
認
め
る
わ
け
に
は

い
か
ず
、
こ
の
議
案
に
は

賛
同
で
き
な
い
。

　

令
和
３
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
第
１
号
で

は
、
京
都
府
北
部
の
伊
根

町
・
宮
津
市
で
集
団
接
種

が
終
了
し
、
舞
鶴
市
、
京

丹
後
市
、

綾
部
市
、

与
謝
野
町

で
も
今
月

末
の
終
了

が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン

は
、
感
染
症
に
対
す
る
免

疫
を
つ
け
た
り
、
免
疫
を

強
め
る
た
め
に
接
種
さ
れ

る
も
の
で
、
個
人
の
発
症

や
重
症
化
を
予
防
す
る
だ

け
で
な
く
、
社
会
全
体
で

流
行
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
多
く
の
人
が
接
種
を

受
け
る
こ
と
で
、
重
症
者

や
死
亡
者
を
減
ら
す
こ

と
、
医
療
機
関
の
負
担
を

軽
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
積
極
的
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
、

16
歳
以
上
の
京
都
府
民

に
、
京
都
府
と
舞
鶴
市
が

連
携
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
機
会
を
増
や
す
と
い
う

こ
と
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
毎
日
を
取
り

戻
す
た
め
に
な
る
施
策
で

あ
る
と
評
価
す
る
。

ごみの減量と混雑が緩和された施設

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
毎
日
を

迅速なコロナ対策と
多方面の支援を評価

従量制への移行は
計画的に行うべき

新政クラブ議員団

市民クラブ舞鶴議員団

感染対策と並行し地域経済の下支えも実施
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討　論令和3年10月6日の最終本会議で市長提出の議案に対して討論をしました。



新幹線誘致で豊かな田舎暮らし

府
民
に
役
立
つ
舞
鶴
市
民
病
院

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計

決
算
は
、
第
７
次
総
合
計

画
の
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
便

利
な
田
舎
暮
ら
し
が
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
て
、①

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
②
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
③
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
当
た
っ
て

は
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た

舞
鶴
方
式
を
採
用
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
で
は
、
国
・
府
の
上

乗
せ
支
援
策
を
行
っ
た
こ

と
な
ど
を
評
価
す
る
。

　

整
備
新
幹
線
誘
致
推
進

費
に
関
連
し
て
、
藤
井
聡

さ
ん
は
「
新
幹
線
整
備
が

行
わ
れ
た
都
市
は
発
展

し
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
都

市
は
衰
退
す
る
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
市
長
は

常
々
、
医
療
は
地
域
に
約

30
万
人
の
人
口
が
必
要
。

京
都
市
内
か
ら
１
時
間
以

内
で
来
ら
れ
る
こ
と
が
医

師
の
確
保
に
つ
な
が
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
国
防
や

海
の
安
全
の
拠
点
舞
鶴
、

国
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ

の
地
域
に
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
も
新
幹

線
を
願
う
。「
新
幹
線
誘

致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
、
積
極

的
に
誘
致
活
動
を
展
開
し

て
い
く
の
が
、
今
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
一
考
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
が
減

少
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
な

ど
に
よ
り
歳
入
約
４
５

３
億
円
、
歳
出
約
４
４

７
億
円
で
実
質
収
支
額

は
３
億
２
２
９
万
円
の

黒
字
決
算
で
あ
り
評
価

す
る
。
市
政
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
債
権

管
理
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
、
多
様
な
任
用
制

度
な
ど
効
率
的
・
効
果
的

な
組
織
運
営
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
行

政
改
革
を
望
む
。

　

令
和
３
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
第
１
号

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
た
人
が
受
け
て
い
な
い

人
よ
り
、
発
症
予
防
効
果

は
95
％
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発
症

し
た
人
が
少
な
い
。
現
在

も
多
く
の
市
民
の
方
が
接

種
を
希
望
さ
れ
て
お
り
、

府
と
連
携
し
て
市
民
病
院

が
中
総
合
会
館
で
そ
の
業

務
を
担
う
こ
と
は
、
市
民

に
役
立
つ
病
院
と
し
て
評

価
す
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計

決
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
経
済
的
影
響
か
ら
、

市
民
生
活
や
経
営
難
の
事

業
者
を
守
る
た
め
に
支
援

対
策
を
常
に
講
じ
ら
れ

た
。
補
正
予
算
の
編
成
は

13
回
に
及
び
、
コ
ロ
ナ
対

策
は
定
額
給
付
金
を
は
じ

め
、
総
額
96
億
１
２
０
０

万
円
と
な
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に

よ
る
充
当
事
業
も
51
事
業

９
億
６
３
０
０
万
円
に
及

び
、
歳
出
総
額
は
前
年
比

で
１
０
７
億
円
の
増
加
と

な
っ
た
。
一
方
で
、
多
く

の
事
業
が
中
止
や
抑
制
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
通
常
時

の
決
算
と
同
じ
よ
う
に
比

較
で
き
な
い
が
、
次
年
度

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
内

容
と
認
識
し
評
価
す
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
は
今
年
度
に

入
っ
て
増
加
と
な
っ
た

が
、
最
低
限
の
感
染
者
に

抑
制
し
、
市
内
飲
食
店
へ

の
聞
き
取
り
訪
問
や
着
実

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
努
め

た
。
個
別
に
は
困
窮
状
況

の
市
民
に
配
慮
が
必
要
だ

が
、
相
対
的
に
は
雇
用
や

困
窮
対
策
な
ど
模
範
的
な

対
応
に
努
め
た
と
評
価
す

る
。
大
事
な
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
日
常

を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ

り
、
多
く
の
市
民
が
生
活

を
回
復
す
る
に
は
、
ま
だ

ま
だ
困
難
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
今
後
も
一
層
の

支
援
の
目
を
向
け
る
こ

と
を
願
う
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
「
緊
急

時
避
難
円
滑
化
事
業
」

は
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
を
有
す
る

本
市
が
立
地
自
治
体
と

同
じ
安
全
対
策
を
求
め

て
き
た
内
容
に
、
国
が

配
慮
し
た
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。
今
後
も
安

全
対
策
が
公
平
に
国
か
ら

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力

を
。  「
情
報
発
信
力
強
化

事
業
」
は
適
切
に
進
め
ら

れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
が
、
説
明
が
求
め
ら
れ

る
場
合
は
丁
寧
に
。  「
Ｊ

Ｍ
Ｕ
関
連
事
業
所
支
援
事

業
」
は
雇
用
の
維
持
と
市

内
経
済
の
安
定
に
。  「
従

量
制
移
行
調
査
業
務
委

託
」
は
費
用
対
効
果
の
あ

る
も
と
な
る
よ
う
願
い
賛

成
す
る
。

　

下
水
道
事
業
会
計
決
算

は
水
洗
化
総
合
計
画
の
建

設
事
業
を
完
了
し
、
汚
水

処
理
人
口
普
及
率
を
約

98
％
達
成
し
た
こ
と
を
評

価
す
る
。

下水道東浄化センター

ＩＴを活用した
便利で豊かな田舎暮らし

日常を取り戻すため
一層の支援の目を

公明党議員団

創政クラブ議員団
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14令和3年11月9日

令和3年10月6日の本会議での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

全会一致で可決した条例議案
● 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

全会一致で可決したその他の議案
● 和解について（市有自動車の交通事故）
● 市道路線の認定及び廃止について

全会一致で可決した議会提出議案
● 日本の造船業の国際競争力強化及び日本海側における海事産業のリダンダンシー対策に係る意見書

教育委員会委員の任命

新任：四　方　あかね  氏

教育委員会委員の任期満了に伴い、令和3年10月6日の本会議で次の委員を任命することに同意しました。

【議決結果】 可…可決、否…否決、同…同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権
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 無会派…会派に所属しない議員　　☆舞鶴市議会の議員定数は26人です。
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全会一致で可決・認定した予算・決算議案
● 令和3年度国民健康保険事業会計補正予算（第1号）
● 令和3年度介護保険事業会計補正予算（第1号）
● 令和2年度病院事業会計の決算の認定並びに資本剰余金の処分及び資本金の額の減少について
● 令和2年度貯木事業会計の決算の認定について
● 令和2年度駐車場事業会計の決算の認定について
● 令和3年度病院事業会計補正予算（第1号）

全会一致で同意した人事議案
● 教育委員会委員の任命について

出

席

者

数

議員名等（会派内は五十音順）

令和3年度一般会計補正予算(第6号)

令和2年度一般会計の決算の認定について

令和2年度水道事業会計の決算の認定及び利益の処分について

令和2年度下水道事業会計の決算の認定及び利益の処分について

令和2年度国民健康保険事業会計の決算の認定について

令和2年度介護保険事業会計の決算の認定について

令和2年度後期高齢者医療事業会計の決算の認定について

情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例制定について

個人情報保護条例の一部を改正する条例制定について

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について

都市公園条例の一部を改正する条例制定について

新型コロナウイルス感染症対策に係る意見書
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賛否が分かれた議案等

【会派】新政…新政クラブ議員団、創政…創政クラブ議員団、公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団、市民…市民クラブ舞鶴議員団、
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（令和3年9月定例会） 会期：9月2日～10月6日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果



　「議会の情報を得る方法」として、まいづる市議会だよりを利用している方が全体の8割を超える結果となり、
議会情報を発信する上で、また、市民の皆さまが議会を知っていただく上で非常に影響力があるツールである
ことが分かりました。そのほか、FM放送、ホームページ、フェイスブック等の基本的な広報ツール以外に議員
から直接情報を入手される場合も多い結果となりました。
　市議会だよりの記事の中で最も多くの方が興味を持たれているのは「代表・一般質問」で、続いて、「討論の内
容」でした。政策に関する議論や意見に興味があるという結果になっている反面、改善が必要な記事も同様の項
目とする結果となっています。自由記述欄にもさまざまな貴重なご意見をいただきました。
　現在、皆さまからいただきました貴重なご意見を今後の議会広報活動に生かしていけるよう「議会報編集部
会」および「FM放送部会」において、アンケート結果の検証および検討作業を進めております。今後も市民の
皆さまに舞鶴市議会の活動がご理解いただけますよう努めてまいります。

詳しくはホームページを
ご覧ください

詳しくはホームページを
ご覧ください

Q3－（4） Q3－（5）

Q4 Q5ＦＭまいづる「ななこちゃったラジオ」への
議員の出演についてお尋ねします。
毎月1回程度（金曜日の15時から、同日21時から
再放送）議員が出演し、市議会の情報を発信し
ています。この放送で、聴いてみたいテーマ
を教えてください。

舞鶴市議会の広報活動についてのご意見、
ご感想などご自由にご記入ください。

検  証  事  項

● 「放送を知ってもらう」「聴いてもらう」ための取組
➡「知らない・聴いたことがない」「聴かなくなった」など
のご意見から「まずは知っていただく」方策を検討

● 市民の皆さんに興味を持っていただけるテーマの選定
➡「聴かなくなった」「聴きたいテーマなし」などのご意見
からどんなテーマなら興味を持って聴いてもらえる
かを検討

● 個々の議員の魅力を伝えることと、公平公正な立場の放
送の両立をどう考えるか、認識を共有
➡「議員自身の考えが聞きたい」「各議員の意見が聞きた
い」というご意見も複数見られたことから、FM放送部会
の本来の役割である議会情報の発信を知っていただ
くための検討

（3）紙面レイアウトで適切でない理由は何ですか。

見出しで重要度が一目で分かるようなレイアウトだ
と読み始めやすいのではないか。
もう少し余白があるとよい。
文字を詰め込み過ぎではないか。

レイアウト

文字が小さい。文字の大きさ

情報が少ない。
文字が多い。　　ページ数が多過ぎる。

情報量

カラーが必要なのか、経費節減を求めてもらいたい。
その他

舞鶴の今後について
今後の舞鶴の展望
魅力ある市をつくるにはどうすればよいか。
各議員の市政に対する思い

テーマ

今後新たに掲載したらよいと思う記事はありますか。

市民の声（議員と議会に対する要望など）
市民からの意見や質問を掲載し、議員からの回答を
併わせて掲載していただきたい。

市民の声や意見を聞いてほしい

市の課題に対する議会の見解
可決した議案についての詳しい内容についても教
えていただきたい。

舞鶴市や市の施策について

議員の議会以外での取組議員個人について

あまり多くなり過ぎると読む気がなくなってしまう。
要約、簡潔文章が望ましいと思う。

その他

市民に知ってもらうために議会の報告と議員の活
動についていろんな方法で知らせてほしい。
何をしているのか見えにくい。もっと市民に知らせ
る工夫をしてほしい。

広報手法について

堅くて市民にはわかりにくい
全てにわたって何をしてどのような成果が上がっ
ているかが見えるようにしてほしい。

その他

FM放送部会
● 「議会報発行目的を周知する」ための取組
➡個々の議員の意見や活動が知りたいとの意見を多く
受けたことから、「市議会の活動や審議状況等を正確
に伝える」という議会報の本来の役割を知っていただ
くための検討

● 「読む気が起きる紙面づくり」への取組
➡「文字が小さくて多過ぎる」「堅くて市民には何をして
いるのか分からない」「興味がない」などの意見を受け
たことから、読んでもらえる読みやすい記事の検討

● 「双方向性のある紙面づくり」への取組
➡「市民の声や意見を聞いてほしい」という趣旨の意見が
多く寄せられているのが特徴的。中立で公共性を持つ
市議会だより等に、市民の声の聴取方法を検討

議会報編集部会

「議
議会情
ことが
から直
市議

容」で
目とす
現在

市議会だ

ま
と
め

16令和3年11月9日



　舞鶴市議会では、「市民に開かれた議会」の実現を目指し、議員および議会の役割や活動について、市民の皆さまによ
り深く知っていただくため、効果的な広報活動について、検討しております。
　広報活動のうち「市議会だより」の作成においては、読み手のニーズに応じた掲載記事の検討をするために、そして、
「ＦＭ放送」においては、聴き手が求めていることを集約し、さらによりよい放送にするための手法として、効果的な広
報活動を展開することを目的に実施いたしました。
　このたび、アンケートの集計結果がまとまりましたので、その概要をご紹介します。

1 調査期間：
2 調査手法：

3 回答件数：

令和3年7月31日（土）～ 9月16日（木）
① まいづる市議会だより（№176 令和3年7月31日発行）を利用した方法で郵送
　 またはファクスによる回答
② 舞鶴市ホームページからアンケート入力による回答
③ 市議会ロビーにアンケート設置、記入後、回収箱に投函による回答  など
251件

Q2 舞鶴市議会は「市民に開かれた議会」を目指し、様々な
手法で情報を発信しています。舞鶴市議会の情報をど
のような方法で得ておられますか。（複数回答可）

Q1 年齢を教えてください。

Q3－（1）

Q3－（3）

Q3－（2）「まいづる市議会だより」についてお尋ねします。 改善が必要だと思われる記事とその理由は
何ですか。 （複数回答可）興味のある記事は何ですか。（複数回答可）

紙面レイアウト（字の大きさ、余白、文字数、
ページ数等）は適切ですか。

改善が必要な理由

もう少し分かりやすく書いてほしい。
もっと簡略化してもよい。
記載内容が簡潔過ぎて、中身の真意が理解できない。
一般質問などに対する答弁内容の記載が少な過ぎて
分かりづらい。もっと重要度を考慮して記載するものを
絞ってはどうか。
今後の政策の具体的な方向性や案をなるべく詳しく知りたい。

未回答
90歳以上

80代
70代
60代
50代
40代
30代
20代
10代

10歳未満

0 10 20 30 40 50 60 70

4件（1.6%）4件（1.6%）
1件（0.4%）1件（0.4%）

12件（4.8%）12件（4.8%）
48件（19.1%）48件（19.1%）

60件（23.9%）60件（23.9%）
48件（19.1%）48件（19.1%）

37件（14.7%）37件（14.7%）
28件（11.2%）28件（11.2%）

7件（2.8%）7件（2.8%）
4件（1.6%）4件（1.6%）
2件（0.8%）2件（0.8%）

まいづる市議会だより

FMまいづるの番組

舞鶴市議会のホームページ

本会議の中継映像

舞鶴公式フェイスブック

議員

議会情報の取得情報を知らない

その他

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

0 50 100 150 200 220

201件（80%）201件（80%）

19件（8%）19件（8%）

55件（22%）55件（22%）

36件（14%）36件（14%）

21件（8%）21件（8%）

75件（30%）75件（30%）

20件（8%）20件（8%）

21件（8%）21件（8%）

議会のあらまし

常任委員会の審査結果

討論の内容

議案の採決結果

代表・一般質問

決議・討論

視察報告

意見書

議会の取組記事

未回答

その他

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

0 40 80 120 160

54件（22%）54件（22%）

33件（13%）33件（13%）

112件（45%）112件（45%）

82件（33%）82件（33%）

153件（61%）153件（61%）

57件（23%）57件（23%）

27件（11%）27件（11%）

33件（13%）33件（13%）

49件（20%）49件（20%）

27件（11%）27件（11%）

18件（7%）18件（7%）

議会のあらまし

常任委員会の審査結果

討論の内容

議案の採決結果

代表・一般質問

決議・討論

視察報告

意見書

議会の取組記事

未回答

その他

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

0 30 60 90 120

22件（9%）22件（9%）

13件（5%）13件（5%）

39件（16%）39件（16%）

25件（10%）25件（10%）

32件（13%）32件（13%）

26件（10%）26件（10%）

19件（8%）19件（8%）

9件（4%）9件（4%）

22件（9%）22件（9%）

117件（47%）117件（47%）

31件（12%）31件（12%）

25 50 75 1000

① 適切
175件（70%）
① 適切

175件（70%）

② 適切でない
37件（14．5%）
② 適切でない
37件（14．5%） ③ 未回答

39件（15．5%）
③ 未回答

39件（15．5%）
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９
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現
在
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国
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国
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韓
国
の
造
船
業

界
が
席
巻
し
、
日
本
の
国

際
競
争
力
は
大
き
く
低
下
、

さ
ら
に
、
新
造
船
の
供
給

過
剰
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

受
注
減
も
相
ま
っ
て
、
日

本
の
造
船
業
は
か
つ
て
な

い
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
日

本
海
側
唯
一
の
主
要
造
船

所
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ

ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
㈱
舞
鶴

事
業
所
が
、
本
年
、
新
造

船
事
業
か
ら
撤
退
し
、
地

域
産
業
や
雇
用
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

国
を
支
え
る
造
船
業
の

国
際
競
争
力
を
強
化
し
、

あ
わ
せ
て
日
本
海
側
の
海

事
産
業
、
と
り
わ
け
船
舶

の
建
造
修
理
拠
点
に
お
け

る
エ
リ
ア
の
多
重
性
を
確

保
し
、
海
の
安
全
保
障
の

確
保
及
び
国
土
の
均
衡
あ

る
発
展
、
国
益
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、「
海
事

産
業
強
化
法
」
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
次

の
と
お
り
対
策
を
実
施
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

１　

造
船
業
の
国
際
競
争

力
の
強
化
を
進
め
る
対
策

の
充
実

⑴　

高
性
能
な
船
舶
を
競

争
力
の
あ
る
価
格
で
建
造

す
る
た
め
の
技
術
開
発
及

び
生
産
性
向
上
を
促
進
す

る
た
め
の
補
助
金
や
融
資

等
の
支
援
を
行
う
こ
と

⑵　

国
内
船
舶
建
造
及
び

海
洋
機
械
設
備
の
需
要
喚

起
策
の
実
施

⑶　

海
上
自
衛
隊
や
海
上

保
安
庁
の
艦
船
の
高
度
な

建
造
修
理
機
能
の
技
術
が

継
承
発
展
で
き
る
よ
う
、

民
間
造
船
会
社
が
行
う
新

た
な
造
船
技
術
の
調
査
研

究
を
国
策
と
し
て
支
援
す

る
こ
と

⑷　

海
上
自
衛
隊
、
海
上

保
安
庁
な
ど
の
高
機
能
な

船
舶
の
計
画
的
な
国
内
建

造
の
実
施
及
び
配
備
エ
リ

ア
を
踏
ま
え
た
修
繕
等
の

エ
リ
ア
発
注
方
式
の
導
入

⑸　

需
要
増
加
が
期
待
さ

れ
る
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
国

内
建
造
や
官
民
連
携
し
た

海
外
船
の
受
注
拡
大
へ
の

取
組
強
化

２　

港
湾
整
備
と
と
も
に

船
舶
の
建
造
修
理
拠
点
の

機
能
維
持
と
リ
ダ
ン
ダ
ン

シ
ー
対
策

⑴　

日
本
海
側
に
お
い
て

も
船
舶
の
建
造
修
理
拠
点

の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
対
策

を
行
う
こ
と

⑵　

日
本
海
エ
リ
ア
の
海

の
安
全
と
均
衡
な
国
土
の

発
展
の
た
め
、
国
と
し
て

地
域
性
や
エ
リ
ア
の
多
重

性
を
考
慮
し
た
海
事
産
業
、

と
り
わ
け
造
船
業
へ
の
支

援
を
行
う
こ
と

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
意
見

書
　

安
心
安
全
な
日
常
生
活

を
早
期
に
取
り
戻
す
た
め
、

検
査
医
療
体
制
を
含
む
感

染
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る

充
実
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
完

了
後
の
速
や
か
な
経
済
復

興
施
策
の
実
施
に
関
す
る

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
強

く
要
望
す
る
。

徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て

１　

緊
急
事
態
に
お
け
る

強
制
力
の
あ
る
感
染
拡
大

防
止
の
法
整
備
の
検
討

　

強
制
力
の
あ
る
人
流
抑

制
や
行
動
制
限
を
実
施
で

き
る
法
整
備
や
経
済
的
影

響
を
受
け
る
事
業
者
に
対

す
る
補
償
に
つ
い
て
も
法

整
備
を
検
討
す
る
こ
と

２　

新
た
な
変
異
株
に
対

す
る
水
際
対
策
の
徹
底

　

新
た
な
変
異
株
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空

港
や
船
舶
入
港
に
お
け
る

海
外
入
国
時
の
検
査
、
隔

離
な
ど
、
国
内
に
持
ち
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
徹
底
し

た
水
際
対
策
を
実
施
す
る

こ
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
検
査
医

療
体
制
に
つ
い
て

３　

政
府
主
導
に
よ
る
新

た
な
治
療
薬
、
治
療
法
の

研
究
、
実
用
化

　

新
た
な
治
療
薬
、
治
療

法
に
つ
い
て
、
政
府
主
導

に
よ
る
研
究
、
早
期
の
実

用
化
を
図
る
こ
と
。
さ
ら

に
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は

３
回
目
接
種
も
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内

で
の
開
発
を
早
急
に
進
め

る
こ
と

４　

病
床
確
保
に
対
す
る

医
療
機
関
へ
の
財
政
的
支

援
　

医
療
機
関
へ
の
財
政
的

支
援
に
よ
る
空
床
補
償
や

後
方
支
援
病
床
の
確
保
が

可
能
と
な
る
よ
う
取
り
組

む
こ
と

地
域
経
済
対
策
に
つ
い
て

５　

長
期
化
す
る
経
済
低

迷
に
対
す
る
復
興
策
の
実

施
及
び
金
融
支
援
の
実
施

　

積
極
的
な
財
政
出
動
に

よ
る
大
胆
な
経
済
対
策
、

と
り
わ
け
地
域
消
費
の
拡

大
施
策
を
行
う
こ
と
。
あ

わ
せ
て
中
小
企
業
に
対
す

る
積
極
的
な
金
融
支
援
を

行
う
こ
と

６　

雇
用
確
保
に
係
る
対

策
　

継
続
的
な
雇
用
を
確
保

す
る
た
め
、
業
態
業
種
を

問
わ
ず
、
継
続
的
で
安
定

し
た
雇
用
確
保
の
制
度
を

検
討
す
る
こ
と

７　

感
染
症
対
策
に
係
る

認
証
店
制
度
の
十
分
な
活

用
　

感
染
症
対
策
を
着
実
に

実
施
し
て
い
る
店
舗
に
つ

い
て
は
、
酒
類
提
供
や
時

短
等
に
係
る
営
業
制
限
、

自
粛
要
請
に
つ
い
て
、
一

律
に
制
限
す
る
こ
と
な
く

段
階
的
な
緩
和
措
置
を
可

能
と
す
る
こ
と
。

８　
「
ワ
ク
チ
ン
、
検
査

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
シ
ス
テ
ム

の
早
期
実
施

　

以
前
と
変
わ
ら
ぬ
人
流

や
経
済
社
会
活
動
を
取
り

戻
す
た
め
、
参
加
者
の
安

心
安
全
を
確
保
す
る
「
ワ

ク
チ
ン
、
検
査
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

実
現
す
る
こ
と

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社

会
の
構
築
に
つ
い
て

９　

誹
謗
中
傷
、
偏
見
や

差
別
、
デ
マ
の
拡
散
等
に

対
す
る
対
策
の
徹
底

　

人
権
を
守
る
た
め
の
広

報
、
相
談
体
制
、
厳
罰
化

な
ど
法
整
備
を
含
め
た
対

策
を
徹
底
す
る
こ
と

10　

子
ど
も
に
対
す
る
ケ

ア
の
充
実

　

子
ど
も
に
対
す
る
様
々

な
面
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

ケ
ア
を
自
治
体
と
連
携
し
、

施
策
と
し
て
実
現
す
る
こ

と11　

生
活
困
窮
者
を
支
え

る
継
続
的
な
支
援

　

生
活
を
支
え
る
弾
力
的

な
制
度
運
用
、
緩
和
を
行

う
と
と
も
に
、
継
続
的
な

支
援
体
制
を
構
築
し
、
引

き
続
き
全
額
、
国
に
よ
る

財
政
措
置
を
行
う
こ
と

自
治
体
へ
の
財
政
支
援
等

12　

感
染
症
対
策
、
経
済

対
策
等
を
行
い
、
厳
し
い

自
治
体
へ
の
財
政
支
援
措

置
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
特
別
臨
時
交
付
金

や
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
、
基
金
へ
の
積
立
や

年
度
繰
越
要
件
の
緩
和
、

交
付
金
の
次
年
度
継
続
な

ど
、
弾
力
的
な
運
用
を
可

能
に
す
る
と
と
も
に
、
自

治
体
財
政
の
健
全
化
に
向

け
た
長
期
的
な
視
点
で
の

継
続
的
な
自
治
体
支
援
を

行
う
こ
と

意
見
書

18令和3年11月9日

９
案
し

は
次

▽
日

18令和3年11月9日

意 見 書



「
防
災
の
日
」
で
あ
る
９
月
１
日
、
舞
鶴
市
議
会
で
は
、
議
員
全
員
が
参
加
す
る

防
災
訓
練
を
昨
年
に
引
き
続
き
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
会
議
室
か
ら
の
避
難
訓
練
も
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
措
置
の
状
況
を
踏
ま
え
、
参
集
す
る
機
会
を
避
け
、

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
議
員
が
掲
載
す
る
情
報
に
、
一
部
不
足
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
た
め
、
今
後
、
多
様
な
場
面
を
想
定
し
た
訓
練
を
繰
り
返
し
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
精
度
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
株
式
会
社
舞
鶴

事
業
所
の
新
造
商
船
事
業

か
ら
撤
退
の
意
向
を
受
け
、

令
和
２
年
２
月
25
日
に
市

内
事
業
所
へ
の
影
響
を
調

査
し
、
議
会
と
し
て
必
要

な
措
置
を
検
討
・
実
施
す

る
た
め
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
執
行
機
関
か

ら
報
告
を
頂
き
、
調
査
等

に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
８

月
18
日
に
は
、
同
事
業
所

の
管
理
部
長
を
参
考
人
と

し
て
招
致
し
、
最
終
船
の

引
き
渡
し
を
５
月
26
日
に

終
え
ら
れ
、
従
業
員
雇
用

面
に
も
一
定
め
ど
が
つ
き
、

７
月
１
日
で
新
造
船
部
門

が
終
了
し
た
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。　

10
月
６
日
の
最
終
本
会

議
で
は
、
国
に
対
し
て
日

本
の
造
船
業
の
国
際
競
争

力
強
化
を
進
め
る
対
策
な

ど
を
提
案
し
た
意
見
書
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

委
員
会
と
し
て
の
最
終
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

■

被
害
状
況
報
告

　

各
議
員
が
被
災
状
況
の
写
真
を
撮
り
、
必
要
な
情
報
を
添
え
て
、
議

会
の
ネ
ッ
ト
掲
示
板
（
平
時
か
ら
活
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
）
に
掲
載

し
、
そ
の
手
順
と
と
も
に
、
議
会
か
ら
市
の
対
策
本
部
へ
の
情
報
伝
達

の
方
法
を
確
認
。

■

議
会
本
部
会
議

　

正
副
議
長
と
各
会
派
の
代
表
者
で
、
状
況
把

握
と
議
会
の
対
応
を
協
議
す
る
た
め
の
「
議
会

本
部
会
議
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
そ
の

手
順
や
要
す
る
時
間
等
を
確
認
。

市
内
造
船
事
業
に

関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
の
活
動
報
告

12月定例会予定12月定例会予定12月定例会予定12月定例会予定

※予定は変更することがあります。

本会議（開会・提案説明）

請願受理締切
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
（本会議（一般質問、議案質疑）予備日）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会
本会議（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会）

11 月
25日（木）
12 月
2日（木）
7日（火）
8日（水）
9日（木）
13日（月）
14日（火）
17日（金）
23日（木）

手話通訳者・要約筆記者を配置できます
聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴され

る場合は、事前予約により、手話通訳者・要約
筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後

５時までに「手話通訳・要約筆記申込書」に必要
事項を記入の上、窓口へ持参、またはメール、
FAX、郵送によりご提出ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・

要約筆記者が配置できない場合がありますので
ご了承ください。

詳しくは
ホームページを
ご覧ください

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴
してみませんか
議会を傍聴
してみませんか

訓練の内容訓練の内容

詳しくは
ホームページを
ご覧ください

議会本部会議 訓
練
時
の
掲
示
板

撮
影
場
所
・

時
間
、状
況
、

連
絡
先
の
情
報

被
害
状
況
の

写
真

➡

➡

➡

撮
影
場
所
の

地
図
情
報

「
防
災
の
日
」
で
あ
る
９
月
１
日
、
舞
鶴
市
議
会
で
は
、
議
員
全
員
が
参
加
す
る

防
災
訓
練
を
昨
年
に
引
き
続
き
、
実
施
し
ま
し
た
。

「
防
災
の
日
」に
議
会
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

19 まいづる市議会だよりNo.177

ジ
イ
テ

事
業
所

か
ら
撤

令
和
２

内
事
業

査
し
、

な
措
置

る
た
め

こ
れ

ら
報
告

に
取
り

月
18
日

の
管
理

し
て
招

引
き
渡

終
え
ら

市
内

関
す

委
員

特別委員会活動報告 ・ 市議会防災訓練（9/1実施）
手話通訳・要約筆記者の配置 ・12月定例会の予定
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「
ま
い
づ
る
市
議
会

だ
よ
り
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
追
わ
れ
る
１
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
や
対
策
が
進
み
、

現
状
、
最
も
有
効
と
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
拡
大

の
一
日
も
早
い
収
束
を
祈
る
も
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
議
会
報
編
集
部
会
と
し
ま
し

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
舞
鶴
市
議
会
の
活
動

を
少
し
で
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
興
味
を
持
っ

て
市
政
を
し
っ
か
り
見
届
け
て
も
ら
え
ま
す
よ

う
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
紙
面
構
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
舞
鶴
市
議
会
広
報
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
伴
い
、
幅
広
い
年

齢
層
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
ご
意
見
、
ご
感
想
を
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
本
部
会
に

お
い
て
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
今
後
の
編
集
に

役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
約
束

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
（
副
部
会
長
杉
島
久
敏
）

編編
集集
後後
記記

【議会報編集部会】
部会長  今西　克己
副部会長  杉島　久敏
 委　員  伊田　悦子

 委　員  肝付　隆治
 委　員  鯛　　慶一
 委　員  田村　優樹

～議会の「見える化」をさらに推進～

　舞鶴市議会では、議会基本条例（平成30年制定）に基づき、「新しい生活様式」を踏まえつつ、議
会の役割や機能をさらに充実・強化していく「新しい議会の姿」を目指し、さまざまな取り組みを
実施しています。
　本年は、これまでに、オンライン会議の導入や、オンラインによる先進地視察を行いましたが、
令和3年9月定例会からは、「聞き取りやすさ」「見やすさ」「分かりやすさ」の向上を目的に改修し
た議場の音響・映像システムの運用を開始したほか、議案の審査等を行う委員会および分科会の
映像配信を新たに開始しました。

　本会議の映像と同じく、舞鶴市議会公式YouTubeチャンネルで配信しています。
　ライブ配信の予定日時は、舞鶴市議会のホームページに掲載するほか、舞鶴市議会の
Facebookでも発信します。
　録画映像は、舞鶴市議会公式YouTubeチャンネルで、いつでもご覧いただけます。

資料を使った一般質問（R3.9.15 本会議） 委員会の様子を配信（R3.9.27 総務消防分科会）

視
聴
方
法

舞鶴市議会
ホームページ

舞鶴市議会
YouTube

舞鶴市議会
Facebook

20令和3年11月9日 20令和3年11月9日

委員会・分科会の映像配信
編集後記


